
「
手
続
き
的
な
操
作
」

を
観
点
と
し
た
学
力
調
査
問
題
の
分
析

一

は

じ

め

に

閣
の
内
外
に
渡
っ
て
学
カ
調
査
が
盛
ん
で
あ
る
。
結
果
が

公
表
さ
れ
る
た
び
に
、
順
位
を
中
心
に
大
き
な
話
題
と
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
話
題
に
な
ら
な
い
の
が
、

調
査
問
題
の
「
質
」
で
あ
る
。
問
題
の
適
切
性
を
問
う
声
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
き
な
戸
に
は
な
ら
な
い
。

む
ろ
ん
問
題
の
適
切
性
を
測
る
こ
と
は
難
し
い
。
と
く
に

国
語
や
一
言
語
に
関
わ
る
領
域
は
、
解
釈
な
ど
の
主
観
的
な
要

素
を
排
除
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
議
論
し
に
く
い
面
も

あ
る
。
と
は
い
え
、
「
質
」
に
課
題
が
あ
れ
ば
、
い
ず
れ
は
調

査
自
体
へ
の
信
頼
が
損
な
わ
れ
、
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に

関
す
る
重
な
デ
ー
タ
や
、
そ
れ
に
基
づ
く
授
業
改
の
機

高

木

ま

C々

き
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会
を
逸
し
か
ね
な
い
。

P
I
S
A
諦
査
や
全
国
的
な
学
カ
・
学
習
状
況
調
査
に
対

し
て
は
、
そ
こ
に
託
さ
れ
た
学
力
観
や
実
施
方
法
等
に
つ
い

て
議
論
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
意
義
を
認
め
た
上
で
、

調
査
問
題
の
「
質
」
を
維
持
し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ

i
ル
し
た

り
す
る
た
め
の
一
指
標
と
そ
れ
に
基
づ
く
分
析
方
法
を
提
案

し
て
み
た
い
。

二

分

析

の

指

標

l
タ
ス
ク
、
ス
テ
ッ
プ
、
要
素
な
ど

で
は
、
調
査
問
題
の
「
質
」
を
問
う
に
は
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
良
い
の
か
。
そ
も
そ
も
「
質
」
と
は
何
か
、
と
い
う

根
本
的
な
問
題
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
観
的
な
印
象
批
評



に
よ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
客
観
的
で
数
値
化
が
可
能
な
「
手

続
き
的
な
操
作
」
に
注
目
し
て
、
難
度
を
分
析
し
た
り
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
た
め
の
指
標
を
提
示
し
た
い
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、

P
I
A
A
C

（
盟
際
成
人
力
調
査

3
6
m
Z
5
5
0
r司
江
戸
O
H
H
H
Z
円
ロ
知
念
。
ロ
巴
〉
田
由
。
師
団
M
M
M

由
口
付
。
同

k
p
円
四
尽
に
の
o
g
旬
。
件
。
ロ
ロ
古
田
）
に
お
け
る
概
念
を
援
用
し
て
分
析

念
試
み
る
。

P
I
A
A
C
は、

p
l
S
A
調
査
と
と
も
に

O

E
C
D
に
よ
る
世
界
的
な
学
力
調
査
で
、
「

O
E
C
D
加
盟
国

等
二
四
か
国
・
地
域
（
日
、
米
、
英
、
仏
、
独
、
韓
、
豪
、

加
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
）
が
参
加
し
、
一
六
歳

1
六
五
歳
ま

で
の
男
女
姐
人
を
対
象
と
し
て
、
「
読
解
力
」
「
数
的
思
考
力
」

J
↓
を
活
用
し
た
問
題
解
決
能
力
」
及
び
調
査
対
象
者
の
背

景
（
年
齢
、
性
別
、
学
歴
、
職
歴
な
ど
）
に
つ
い
て
龍
査
」

し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
平
成
二
三
年
（
ニ

O
一
一
）

八
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
実
擁
さ
れ
、
平
成
二
五
年
一

O
月
八
震
に
結
果
が
公
表
さ
れ
た
（
文
部
科
学
省

H

P

Y

件
付
句
一
＼
＼
唱
巧
唱
・
自
由
同
け
・
悶
0

・いち＼ゲ
l
自由ロロ＼け
o
c
r
o
H
＼円山田仲田＼
O

け｝戸叩門

田＼
H
N
∞
コ

2
・
主
g

ア
ク
セ
ス
N
O
M
A
＼
。
円
。
品
及
び
国
立
教
育

政
策
研
究
所
編
『
成
人
ス
キ
ル
の
国
際
比
較

O
E
C
D
国

際
成
人
力
調
査
（

P
I
A
A
C
）

報

告

』

明

石

窟

二

O
二
二
年
一

O
R
な
ど
）
。

す
で
に
調
査
結
果
は
新
聞
紙
上
日

が
、
念
の
た
め
に
確
認
す
る
な
ら
、

で
公
表
も
さ
れ
て
い
る

日
本
人
の
成
績
は
「
読

解
力
」
「
数
的
思
考
力
」
は
世
界
最
高
水
準
で
あ
り
、
「
コ
を

活
用
し
た
問
題
解
決
能
力
」
に
つ
い
て
は
、

O
E
C
D
平
均

は
上
回
っ
た
も
の
の
、
頗
位
で
言
え
ば
一

O
位
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の

P
I
A
A
C
に
お
い
て
は
、

P
I
S
A
調
査
を

引
き
継
ぎ
つ
つ
も
、
新
し
い
概
念
が
幾
っ
か
提
示
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
の
「

I

T
を
活
用
し
た
問
題
解
決
能
力
」
は
、

大
き
く
（

I
）
情
報
内
容
（
円
。
ロ

Z
ロ
け
出
）
と
（

2
）
認
知
的

ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
（

2
間
三
江
〈
叩
由
け

Z
Z立
2
）
の
二
つ
に
分

け
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
こ
の
（

1
）
情
報
内
容
が
｝
参

考
に
、
学
力
調
査
問
題
の
「
質
い
を
分
析
す
る
。

右
の
（
1
）
情
報
内
容
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ

て
い
る
。
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。
技
術
（
円

2
Z
O
H
0
2）

①
ワ
ェ
ブ
（

3σ
）

②
表
計
算
ソ
フ
ト
（
印
有

2
昔

Z
主
的
）

③
電
子
メ

I
ル
（
由
｜
沼
田
仲
円
）

。
タ
ス
ク
（
仲
田
町
r
）

①
タ
ス
ク

8
体
の
複
雑
さ
（
H

三

2
2
1
n
g百
七
日
∞
ロ
ミ
）

・
単
一
の
ス
テ
ッ
プ
／
複
数
の
ス
テ
ッ
プ

・
単
一
の
制
約
／
接
数
の
制
約

②
問
題
提
示
の
明
確
さ
な
さ
戸

2
5
2目
。
片
手
∞

七円。σ円
O
B

印け白け白白｝叩コ片）



・
明
確
で
な
い
問
題
提
示

．
明
確
な
問
題
提
示

「
タ
ス
ク
自
体
の
複
雑
さ
は
、

と
し
て
い
る
。

そ
し
て

て
決
ま
る
」

以
下
の
要
素
に
よ
っ

騒
問
題
解
決
に
必
要
な
最
小
の
ス
テ
ッ
プ
数

盟
解
決
に
至
る
道
筋
の
各
段
階
に
お
け
る
選
択
肢
の
数

箇
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
操
作
の
多
様
性
及
び
計

算
・
変
換
の
複
雑
さ

題
行
き
詰
ま
り
ゃ
予
期
し
な
い
結
果
が
現
れ
る
可
能
性

関
解
決
に
至
る
た
め
に
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

制
約
の
数

麗
解
決
策
に
つ
い
て
伝
達
す
る
た
め
に
必
要
な
変
換
の

以
上
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
を

前
提
と
し
た
「
技
術
」
や
「
タ
ス
ク
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
種
々
の
学
力
鰐
査
問
題
の
分
析
に
用
い
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
と
え
ば
「
技
術
」
と
い
う
概
念
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
用
し
な
い
調
査
で
は
必
要
な
い
。
だ
が
「
タ
ス
ク
」

や
「
ス
テ
ッ
プ
」
な
ど
と
い
う
い
わ
ば
「
手
続
き
的
な
操
作
」

の
概
念
は
、
学
力
調
査
、
と
り
わ
け
一
言
語
活
動
（
作
業
の
ま

と
ま
り
）
を
調
査
問
題
化
し
た
も
の
が
ま
れ
る
全
国

カ
・
習
状
況
調
査
に
お
い
て
は
、
問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
の

手
続
き
を
よ
り
客
観
的
・
機
械
的
に
特
定
し
数
値
化
す
る
上

で
、
一
定
の
有
効
性
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

具
体
的
に
は
後
に
述
べ
る
が
、
本
稿
で
は
、
全
体
に
か
か

る
「
問
題
」
合
読
ん
だ
り
、
個
々
の
「
設
問
」
を
解
い
た
り

す
る
作
業
を
「
タ
ス
ク
」
と
見
な
し
、
そ
の
作
業
を
こ
な
す

た
め
に
ど
れ
だ
け
の
手
順
を
踏
む
か
を
「
ス
テ
ッ
プ
」
と
考

え
数
値
化
し
た
。
ま
た
問
題
や
設
問
に
含
ま
れ
て
い
る
意
味

や
指
示
の
ま
と
ま
り
（
お
お
む
ね
一
文
に
相
当
）
な
ど
を
「
欝

欝
」
と
し
、
読
み
の
対
象
と
な
る
「
テ
キ
ス
ト
」
（
い
わ
ゆ

る
本
文
）
は
ベ
！
ジ
数
に
換
算
し
（
ベ
！
ジ
で
分
量
を
量
る

こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
非
連
続
テ
キ
ス
ト
な
ど
も
含
ま

れ
る
た
め
、
今
回
は
ベ

l
ジ
換
算
で
表
し
た
）
、
そ
れ
ぞ
れ

数
鑑
で
示
し
た
。
さ
ら
に
問
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
で
出
合
う

「
議
体
」
（

P
I
A
A
C
で
は
「
制
約
」
に
相
当
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
）
や
、
前
の
べ

l
ジ
に
ど
れ
だ
け
遡
る
か
を

ニ
躍
り
ベ

i
ジ
」
数
で
示
し
、
問
題
全
体
で
指
示
や
条
件
等

に
「
寵
」
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
笛
所
数
も
数
値
で
示
し

た。
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一
一
一
分
析
の
由
党
欝

i
小
学
校

B
問
題

2
を
中
心
に

そ
れ
で
は
具
体
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
本
稿
で
は
分
析
の

対
象
と
し
て
、
平
成
二
五
年
（
二

O
一
一
二
）
度
全
国
力
・



学
習
状
況
調
査
の
小
中
学
校
毘
語
問
題
の
う
ち
、
非
連
続
テ

キ
ス
ト
を
含
む
「
混
成
型
テ
キ
ス
ト
」
（
ヨ
買
え
門
司
王
国

立
教
育
政
策
研
究
所
編
『
生
き
る
た
め
の
知
識
と
技
能

4

O
R
C
D
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
（

P
I
S
A
）
M
O
S
年

調
査
国
際
結
果
報
告
書
』
明
石
警
高
一
一
O
一
O
年
二
一
月
）

で
あ
り
、
か
つ
調
査
結
果
の
平
均
正
答
率
が
最
も
低
か
っ
た

問
題
（
小
学
校

B
問
題

2

「
打
ち
上
げ
花
火
の
伝
統
」
に
つ

い
て
謂
ペ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
る
問
題
、
中
学
校

B
問

題
3

「
国
語
世
論
調
査
」
に
関
す
る
新
聞
記
事
と
資
料
を
扱

っ
た
問
題
）
を
取
り
上
げ
た
。
そ
れ
ら
の
平
均
正
答
率
や
設

問
ご
と
の
正
答
率
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

小
学
校
盟
語

B
問
題
全
体
の
平
均
正
答
率
は
四
九
・
六
%
。

分
析
対
象
と
し
た

B
問
題

2
の
設
問
ご
と
の
正
答
率
は
、
設

問
一
が
六
罰
・
O
%
、
設
関
こ
が
二
六
・
五
%
、
設
問
三
は

一
七
・
九
%
で
あ
る
。

一
方
、
中
学
校
関
語

B
問
題
全
体
の
平
均
正
答
率
は
六

八
・
O
%
。
分
析
対
象
と
し
た

B
問
題

3
の
設
問
ご
と
の
正

答
率
は
、
設
問
一
が
六
一
・
六
%
、
設
問
こ
が
七

0
・
九
%
、

設
問
一
二
は
六
五
・
一
%
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
比
較
の
た
め
に
、
公
開
さ
れ
て
い
る

P
I
S
A
N
C
S
年
調
査
の
読
解
力
調
査
問
題
「
携
帯
電
話
の

安
全
性
」
（
前
掲
『
生
き
る
た
め
の
知
識
と
技
能
4
』
及
び
、

文
部
科
学
省
出
向
v
z
qミ
若
者
名
・

5
2？明。・’一七＼
8
5
3
D
S
H＼

申

g
g
c＼
白
円
山
口
口
伊
丹
一
。
ロ
＼
仏
三
回
一
一
＼
一
口
国
主
一
町
田
＼
え
芯
一
丸
山
一
向
＼
M
O
H
O＼己＼

ミ
＼
芯
∞
主

S
i
s－
－
叫
ア
ク
セ
ス

N
C
M
品
み
て
ご
な
ど
）
を
対

象
と
し
て
加
え
た
。
設
問
は
四
問
あ
る
が
、
他
と
設
問
数
を

向
じ
に
す
る
た
め
に
関
目
ま
で
を
対
象
と
し
た
。

＊
 

以
下
で
は
、
調
査
問
題
を
ど
の
よ
う
に
数
値
化
し
た
か
、

小
学
校
国
語

B
問
題

2
を
例
に
、
具
体
的
に
説
明
す
る
。
表

ー
を
参
照
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
タ
ス
ク

1
」
は
、
全
体
に
か
か
る
「
問
題
」
、
｛
リ

i

フ
レ
ツ
ト
の
表
紙
｝
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
｛
下
書
き
の
一
部
｝

か
ら
な
る
「
テ
キ
ス
ト
」
（
い
わ
ゆ
る
本
文
）
よ
り
構
成
さ

れ
て
い
る
。

全
体
に
か
か
る
「
開
題
」
は
次
の

4
つ
の
「
翠
繋
」
か
ら

な
る
。

①
今
村
さ
ん
お
学
級
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
日
本
の
伝

統
と
文
化
に
つ
い
て
調
べ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め

て
い
ま
す
。

②
今
村
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
「
打
ち
上
げ
花
火

の
伝
統
い
に
つ
い
て
分
担
し
て
調
べ
、
次
の
｛
下
書
き

の
一
部
｝
を
書
き
ま
し
た
。

③
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
【
編
集
会
議
｝
を
開
い
た
と
き

に
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
書
き
直
し
て
い
ま
す
。

④
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。
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学年・陪
告スヴ1 事スウ2 告スウ3 ヲスウ4 議易度

事イト＇＂ 問題 テキスト 設問1 ｛ステッブ） 設問2 設問3 条件 援りページ 重複 ｛要量・ベー
題 （要素） ｛ページ） （要素） （要素） （スチ｝’ブ） ｛要素） ｛スチヴプ） 日・ステッブ］

打ち上げ
lj、E国自2｜競在火の伝 4 2.5 2 3 2 3 3 22 2 49.5 

f麗語世撞

中3毘B3
調査JIこ酷 3 1.5 2 2 4 2 3 25.5 
遣する*i罰
記事と茸科

PISA2009 
構帯番i~ 1.5 2 4 2 。 7 。24.5 
の安全性

表1

一
方
、
「
テ
キ
ス
ト
」
、
す

な
わ
ち
｛
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
表

紙
｝
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
｛
下

室
聞
き
の
一
部
｝
は
と
も
に
、
「
混

成
型
テ
キ
ス
ト
」
と
な
っ
て
お

り
、
前
者
が

0
・
五
ペ
ー
ジ
、

後
者
が
二
ペ
ー
ジ
で
、
合
計
す

る
と
テ
キ
ス
ト
は
一
了
五
ペ
ー

ジ
と
な
る
。
な
お
テ
キ
ス
ト
の

分
量
は
、
文
字
量
で
示
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
先
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
近
年
の
学
力
鵠

査
で
は
、
非
連
続
型
テ
キ
ス
ト

を
含
む
「
混
成
型
テ
キ
ス
ト
」

も
多
い
た
め
、
今
回
は
、
ペ
ー

ジ
数
で
示
す
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
ヨ
∞
〉
N
O
C
。
年
調

査
の
読
解
力
調
査
問
題
「
携
帯

電
話
の
安
全
性
」
の
「
テ
キ
ス

ト
」
の
ペ
ー
ジ
数
は
、
前
掲
明
生

き
る
た
め
の
知
識
と
技
能

4
』

に
よ
っ
て
お
り
、
調
査
時
の
問

題
冊
子
で
の
ペ
ー
ジ
数
は
分

か
ら
な
い
た
め
、
参
考
値
と
す
る
。

「
タ
ス
ク

2
」
（
設
問
一
）
は
、
設
問
に
一
不
さ
れ
た
間

い
の
文
と
、
｛
編
集
会
議
で
の
山
下
さ
ん
の
発
言
｝
｛
ず
か

ん
の
一
部
｝
｛
書
き
直
し
た
部
分
｝
か
ら
な
る
。
設
問
一
の

潤
い
の
文
は
、
先
の
タ
ス
ク
ー
と
間
同
様
に
分
析
す
る
と

2
つ

の
「
襲
繋
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
設
問
で

十
品
、

①
｛
編
集
会
議
で
の
山
下
さ
ん
の
発

上
で
、

母
｛
ず
か
ん
の
一
部
｝
か
ら
関
連
す
る
事
柄
を
抜
き
出
し
、

③
｛
書
き
産
し
た
部
分
】
へ
と
再
構
成
す
る
。

と
い
う

3
つ
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
「
タ
ス
ク

3
」
（
設
問
二
）
、
「
タ
ス
ク

4
」

（
設
問
一
一
一
）
に
つ
い
て
も
向
様
の
分
析
を
行
う
。

た
だ
し
「
タ
ス
ク

4
」
に
つ
い
て
は
、
設
問
中
の
要
素
と

ス
テ
ッ
プ
以
外
に
、
「
議
弊
」
が

3
つ
設
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
も
数
値
化
し
て
示
し
た
。

中
小

な
お
こ
の
他
に
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
設
問

に
お
け
る
「
選
択
肢
」
の
扱
い
が
あ
る
。
小
学
校

B
問
問
題

2

に
は
選
択
肢
の
あ
る
設
問
は
な
い
が
、
中
学
校

B
問
題

3
で

は
設
問
の
一
と
こ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
屈
つ
の
選
択
肢
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
選
択
肢
は
鋼
々
に
意
味
の
ま
と
ま
り
を

｝
を
理
解
し
た

円，，

μつゐ



も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
要
素
」
な
ど
と
同
じ
く
つ
一

つ
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
小
学
校
打
。

問
題

2
に
お
け
る
「
ス
テ
ッ
プ
」
は
、
そ
の
一
つ
一
つ
が
、

選
択
肢
数
個
分
に
相
当
す
る
情
報
量
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
回
は
、
中
学
校

B
問
題

3
の
「
選
択
肢
」
も

ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る

方
が
妥
当
と
判
判
断
し
た
。

＊
 

「
…
腐
り
ベ

i
ジ
」
と
は
、
タ
ス
ク
や
ス
テ
ッ
プ
を
ク
リ
ア

す
る
際
に
、
ベ

i
ジ
を
遡
っ
て
確
認
す
る
作
業
に
お
い
て
、

戻
る
ペ
ー
ジ
数
の
総
計
を
示
し
て
い
る
（
設
問
の
あ
る
見
開

き
ベ

i
ジ
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
）
。
た
と
え
ば
、
設
問
一
（
タ

ス
ク

2
）
は
、
「
今
村
さ
ん
た
ち
は
、
「

1

打
ち
上
げ
花
火

の
睦
史
」
の
〔
ハ
凶
ハ

υの
内
容
に
つ
い
て
、
｛
編
集
会
議

で
の
出
下
さ
ん
の
意
見
】
を
受
け
て
書
き
直
し
ま
し
た
。
」

と
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
テ
キ
ス
ト
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

を
見
迭
し
て
門
川
凶
ハ
ハ
〕
を
確
認
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

そ
の
際
の
ご
戻
り
ベ

l
ジ
」
は
一
ペ
ー
ジ
。
だ
が
た
と
え
ば
、

設
問
三
（
タ
ス
ク

4
）
で
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
「

4

ま
と
め
」

の
門
川
川

luま
で
一
戻
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
時
へ

l
ジ
一
戻
る
こ
と
に
な
る
。
地
に
も
こ
の
設
問
三
で
は
、
繰
り

返
し
訴
の
ベ

i
ジ
に
戻
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
の

設
構
一
二
だ
け
で
、
「
戻
り
べ

i
ジ

」

は

合

一

九

ベ

i
ジ
に

な
る
。な

お
、

P
I
S
A
N
C
S
年
調
査
の
読
解
力
調
査
問
題
「
携

帯
電
話
の
安
全
性
」
の
「
戻
り
ベ

i
ジ
」
数
は
、
「
テ
キ
ス

ト
」
ペ
ー
ジ
数
と
同
様
、
前
掲
『
生
き
る
た
め
の
知
識
と
技

能

4
h
に
よ
っ
て
お
り
、
実
際
の
問
題
冊
子
で
の
ペ
ー
ジ
数

は
分
か
ら
な
い
た
め
、
参
考
僅
と
し
て
示
し
て
い
る
。

「
一
翠
接
」
と
は
文
字
通
り
、
設
間
や
ス
テ
ッ
プ
、
条
件
等

の
中
に
重
複
す
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
を
指
し
て
い

る
。
「
重
複
」
は
、
出
題
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
丁
寧
な
説

明
を
意
図
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
が
、
解
答
者
の
側
か
ら
す

れ
ば
、
新
た
な
指
示
か
ど
う
か
を
判
別
す
る
作
業
が
求
め
ら

れ
る
わ
け
で
、
表
現
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
娯
雑
さ
の
一
因
と

も
な
る
。
設
問
一
二
に
お
け
る
条
件
の
一
つ
自
は
「
｛
編
集
会

議
で
の
町
田
さ
ん
と
山
下
さ
ん
の
意
見
】
を
受
け
、
｛
下
書

き
の
一
部
｝
の
「

2
打
ち
上
げ
花
火
の
種
類
」
と
「

3
花
火

師
の
小
野
さ
ん
の
声
」
の
「
イ
つ
く
り
出
す
伝
統
」
の
両

方
か
ら
内
容
を
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
前
べ
！
ジ
の
「
町
田
さ
ん
」
「
出
下
さ
ん
」
の
意
見

と
重
複
す
る
。
ま
た
二
つ
自
の
条
件
「
取
り
上
げ
た
内
容
に

つ
い
て
、
あ
な
た
が
考
え
た
こ
と
な
具
体
的
に
書
く
こ
と
」

は
山
下
さ
ん
の
意
見
と
重
複
す
る
。
こ
れ
ら
ニ
カ
所
を
重
複

筒
一
昨
に
カ
ウ
ン
ト
し
た
。

以
上
の
通
り
、
「
手
続
き
的
な
操
作
」
を
観
点
と
す
る
こ
と

η《
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で
、
調
査
問
題
の
「
質
」
は
、
あ
る
程
度
、
機
械
的
に
数
値

化
し
て
示
す
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
「
テ
キ
ス
ト
」
や

「
ス
テ
ッ
プ
」
、
「
要
素
」
な
ど
調
査
問
題
の
異
質
な
側
面
を

問
一
の
数
値
に
還
元
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
多
少
の
無
理
も

あ
る
。
た
だ
し
、
調
査
問
題
の
同
じ
側
面
を
同
じ
考
え
方
に

よ
っ
て
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
相
互
に
比
較
す
る
こ
と
は
可

能
と
考
え
た
。

四

結

果

と

考

察

i
分
析
か
ら
示
唆
さ
れ
る
こ
と

本
分
析
で
は
、
テ
キ
ス
ト
や
設
問
の
解
釈
な
ど
主
観
が
入

り
込
む
こ
と
を
極
力
抑
制
し
、
よ
り
客
観
的
に
特
定
可
能
な

「
タ
ス
ク
」
や
「
ス
テ
ッ
プ
」
な
ど
の
「
手
続
き
的
な
操
作
」

を
指
標
と
し
て
、
そ
の
観
点
か
ら
調
査
問
題
の
「
質
」
の
分

析
を
試
み
た
。
一
般
的
に
、
国
語
の
テ
ス
ト
問
題
の
難
度
は

「
テ
キ
ス
ト
」
の
難
度
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

の
過
多
が
直
ち
に
調
査
問
題
の

「
手
続
き
的
な
操
作
」

右
の

難
度
を
意
味
す
る
も
の
と
は
え
な
い
。
だ
が
、
「
手
続
き
的

な
操
作
」
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、
調
査
問
題
に
お
け
る
侍

ら
か
の
偏
り
に
気
付
い
た
り
、
そ
の
作
成
時
に
、
問
題
の
「
質
」

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
た
め
の
材
料
は
提
供
で
き
る

だ
ろ
う
。

以
下
、

表
ー
か
ら
分
か
る
こ
と
を
整
理
し
て
お
く
。

中
小

表
ー
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
国
語

B
問
題

2
の
合
計
の
数
値

が
中
学
校

B
問
題

3
や
P
I
S
A
調
査

N
O
O
C
「
携
帯
電
話
の

安
全
性
い
（
前
述
の
よ
う
に
参
考
値
だ
が
）
の
ほ
ぼ
倍
に
な
っ

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
小
学
校

B
問
題

2
の
解

答
プ
ロ
セ
ス
で
、
中
学
校

B
問
題

3
や
P
I
S
A
N
O
O
C
諦
査

問
題
の
倍
の
「
手
続
き
的
な
操
作
」
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
一
平
成
二
五
年
度
の
全
国
学
カ
・
学
習
状

況
調
査
実
施
時
に
、
小
学
校
盟
諸

B
開
題

2
の
「
難
し
さ
」

を
指
摘
す
る
声
も
あ
っ
た
が
、
一
閣
は
こ
の
「
手
続
き
的
な

換
作
」
の
多
さ
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
手
続
き
的
な
操
作
」

の
多
さ
は
何
に
由
来
す
る
の
か
、
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み

た
い
。ま

ず
表
ー
か
ら
は
、
そ
の
主
た
る
原
菌
が
「
一
躍
り
ベ

i
ジ」

の
多
さ
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、

小
学
校

B
問
題

2
の
「
ス
テ
ッ
プ
」
が
若
干
多
め
で
は
あ
る

が
、
他
と
の
差
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
学
校

B
閉
題

2
設
問
一
一
一
は
、

そ
れ
だ
け
で
「
一
戻
り
ベ

l
ジ
」
が
一
九
ペ
ー
ジ
に
も
達
す
る
。

正
答
率
も
一
七
・
九
%
と
目
立
っ
て
低
い
。
解
答
す
る
プ
ロ

セ
ス
で
、
何
回
も
ご
ア
キ
ス
ト
」
の
該
当
箇
所
に
ま
で
遡
る

作
業
は
、
解
答
者
の
大
き
な
担
と
な
り
、
そ
れ
が
正
答
率

24 



に
表
れ
た
と
見
る
こ
と
は
、

’η
ノ。

そ
れ
ほ
ど
無
謀
で
は
な
い
だ
ろ

で
は
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
に
作
業
の
多
い
問
題
が
必
要
と

さ
れ
た
の
か
。
実
は
こ
の
作
業
量
の
多
さ
は
調
査
問
題
の
ね

ら
い
と
符
合
し
て
い
る
。
『
平
成
二
五
年
度
全
面
学
力
・
学
習

状
況
調
査
報
告
書
小
学
校
出
語
h

（
文
部
科
学
省
関
立
教

育
政
策
研
究
所
平
成
二
五
年
八
月
）
に
は
こ
の
設
問
の
「
趣

旨
」
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

目
的
や
図
に
応
じ
、
複
数
の
内
容
を
関
係
づ
け
な
が
ら

自
分
の
考
え
を
具
体
的
に
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を

み
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
関
わ
れ
て
い
る
「
学
習
指
導
要
領
に
お
け

る
領
域
・
内
容
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
〕

B
書
く
こ
と

エ
引
用
し
た
り
、
図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
り
し

て
、
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
書
く
こ
と
。

オ
表
現
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
確
か
め
た
り
工
夫
し
た

り
す
る
こ
と
。

カ
書
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い
、

し
て
助
し
合
う
こ
と
。

表
現
の
仕
方
に
注
羽

以
上
の
よ
う
に
設
問
三
に
関
し
て
は
、
「

B

く
こ
と
」
の
う

ち
三
つ
の
指
導
事
項
に
渡
る
知
識
・
技
能
等
が
関
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
作
業
量
の
多
さ
を
必
要
と
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
こ
う
も
言
え
よ
う
か
。
調
査
問
問
題
に
あ
る
話
し

合
い
な
が
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
よ
う
な
学
習
活
動
は
特

に
珍
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
小
学
校
で
は
多
く
見
ら
れ
る
学

習
活
動
で
あ
る
。
だ
が
通
常
で
あ
れ
ば
、
動
作
や
声
、
表
情
、

さ
ら
に
は
具
体
物
や
生
な
ど
に
よ
っ
て
捕
わ
れ
る
生
き
生
き

と
し
た
習
活
動
が
、

そ
れす
はベ
平、て
語、文
上、
に、に
引、
き、き
延、換
ば、え
さ、ら
れ、れ
た、て
単、提

示
さ
れ
る
こ
と
で
、

調
で
締
か
い
情
報
を
住
深
く
読
み
取
る
高
度
な
読
解
カ
を

必
要
と
す
る
問
題
へ
と
変
質
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
設
聞
の
正
答
を
著
し
く
押
し
下
げ
る
一
因
に
な
っ
た
、

宮戸｝。
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で
は
こ
れ
に
対
し
て
、
中
学
校
間
諾

B
問
題

3
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
『
平
成
二
五
年
度
全
由
学
力
・
学
習
状
況
調
査
報

告
書
中
学
校
国
語
』
（
文
部
科
学
省
国
立
教
育
政
策
研
究

所
平
成
二
五
年
八
月
）
で
確
認
し
て
み
る
と
、
「

B
書
く
こ

と
」
に
関
わ
る
の
は
設
問
三
だ
が
、
そ
の
「
趣
旨
」
は
次
の

よ
う
に
－
記
さ
れ
て
い
る
。



漢
字
の
特
徴
を
捉
え
て
、
自
分
の
考
え
を
具
体
的
に
書
く

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
み
る
。

そ
し
て
諦
査
問
題
で
問
わ
れ
て
い
る
「
学
習
指
導
要
領
に

お
け
る
領
域
・
内
容
」
は
、
次
に
よ
う
に
－
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
第
二
学
年
〕

B
書
く
こ
と

ウ
事
実
や
事
柄
、
意
見
や
心
情
が
相
手
に
効
果
的
に
伝

わ
る
よ
う
に
、
説
明
や
具
体
例
を
加
え
た
り
、
描
写
を

工
夫
し
た
り
し
て
書
く
こ
と
。

［
第
一
一
学
年
〕
日
伝
統
的
な
一
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す

る
事
項
（

1
）
ウ

（
イ
）
学
年
別
配
当
漢
字
表
に
示
さ
れ
て
い
る
漢
字
を
書

き
、
文
や
文
章
の
中
で
使
う
こ
と
。

「
伝
統
的
な
一
一
＝
口
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」
が

関
連
す
る
た
め
、
関
連
す
る
事
項
は
二
つ
だ
が
、
「

B
書
く
こ

と
」
に
関
し
て
は
一
事
項
で
あ
り
、
先
の
小
学
校
問
題
と
は

好
対
照
…
を
な
し
て
い
る
。

＊
 

「
手
続
き
的
な
操
作
」
の
多
寡
は
、

に
も
よ
る
た
め
、
安
易
に
問
題
の
適
切
性
と
結
び
つ
け
て
論

じ
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
こ
こ
で
大
事

な
の
は
、
「
手
続
き
的
な
操
作
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
す
る

こ
と
で
、
講
査
問
題
の
「
質
」
を
、
あ
る
程
度
、
客
観
的
な

調
査
問
題
の
ね
ら
い

数
鑑
と
し
て
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
問
題
の
「
質
」
を

維
持
し
た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
た
め
の
材
料
を

提
供
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
。
内
容
面
か
ら
見
た
「
質
」
の

問
題
な
ど
は
、
そ
の
先
の
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
研
究
は

そ
の
前
提
と
な
る
一
つ
の
材
料
を
提
供
す
る
試
み
で
あ
る
。
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